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 では当時、この絵画となった工芸はどの領域で分類されたのであろうか。明治 23 年（1890
年）第 3 回内国勧業博覧会では美術第一類の絵画に分類され、明治 26 年（1893 年）シカゴ
万国博覧会でも美術区分で出品された。しかし、明治 36 年（1903 年）第 5 回内国勧業博覧
会では美術は絵画（日本画・西洋画）、彫塑を意味し、美術工芸は美術に含まれず両者は並列
な関係となる。さらにいえば、工芸を工業部門に分離すべきとの論を受ける。このように工
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髙橋の作品が大きく転換したのは、昭和 24 年、第 5回日展出品の《花の星座壁面装飾》
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 並木恒延の作品について考察するにあたり、2013 年に行われた個展『並木恒延 漆芸展-道 





















「後記 -漆黒に魅せられて-」 並木恒延 
 
                                            


















図 1. 柴田是真作 
《富士田子浦蒔絵額》 





                           図 2. 髙橋節郎作 
                              《花の星座》 
                         1949 年 豊田市美術館所蔵 
 
                           図３. 髙橋節郎作 
                               《花天》 




図 4. 並木恒延作 
《路地裏ローマ》 
 
図 4. 並木恒延作 




























素材としての多様性を提示したことであると考える。紫檀塗(図 6)19 や青銅塗(図 7)20 とい
った技法はその名称通り、唐木である紫檀や青銅を模した変塗である。漆を別のものに変換、
                                            









































                                            







   
             図 6.紫檀塗               図 7.青銅塗 
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展覧会：2014.2.17 - 2014.2.22 ギャルリー東京ユマニテ bis 
「個展 豊海健太 –いつか-」 出品 
 
 
                                図 9-1.《深海》 












ア  黒漆と他の黒色塗料との違いについて。 
イ  物質の性質、ここでは漆が紫外線に弱いことと作品テーマの結びつきについて。 
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条件ア 物質 Aと物質 Bがあり、それぞれの物質は違うものである。 
条件イ 物質 Aと物質 Bは共通する元素をもつ。 






















               《蒔絵箱 鳴き渡る》 
           1980 年 石川県立美術館蔵 
 図 11.グラファイト 
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展覧会：2014.2.17 - 2014.2.22 ギャルリー東京ユマニテ bis 






図 12-1. 《world-Noah’s ark-》 
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要点 1. 色漆は多彩となったが、他の絵の具に比べると色彩の幅に制限がある。 
要点 2. 何層も重ねて研ぎ出すことができる。 
要点 3. 鏡面に磨くことができる。 
要点 4. 塗った直後と乾いた後で彩度が変化する。 
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展覧会：2017.10.13 – 2017.10.25 石川県政記念しいのき迎賓館 
















である AIDS をテーマとして、HIV の化石を表現する。完全な治療法がなく増加を続ける AIDS
であるが、HIV の化石を描く事で AIDS の克服を願った作品である。 
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図 14. 《金銀鈿装唐大刀》 






展覧会：2014.7.23 – 2014.7.29 日本橋髙島屋/2014.8.6 - 2014.8.12 大阪髙島屋 
2014.8.20 – 2014.8.26 京都髙島屋/2014.9.3 - 2014.9.9 横浜髙島屋 







図 15-2.《world-CA3・PO4・2-e.》   









図 15-2.《world-CA3・PO4・2-e.》部分   


































                                            
36 展覧会図録『髙島屋幻想博物館』 髙島屋 2014 年 3 頁 
37 同上 30 頁 
 48
検証アに対して 



































































る。《深海》（図 9）では物質の視覚や触覚的な部分、外観に頼るところが大きく、《HOPE - fossil 
                                            










































展覧会：2014.7.23 – 2014.7.29 日本橋髙島屋/2014.8.6 - 2014.8.12 大阪髙島屋 
2014.8.20 – 2014.8.26 京都髙島屋/2014.9.3 - 2014.9.9 横浜髙島屋 

























































                                            






































6.《界–seeds growth end-》 
制作年：2015 年 
素材：漆、黒呂色漆、金箔、透漆、アルミ複合板 
サイズ：W182×H122×D2cm 3 枚 
展覧会：2015.11.9 – 2015.11.14 ギャルリー東京ユマニテ lab vol.55 
    個展「豊海 健太 –界-」 出品 
 
 
図 17-1.《界–seeds growth end-》部分        




                図 17-2.《界–seeds growth end-》全体 2015 年 
 

















































































図 18-1. 《性者の行進》 
2016 年 
 
図 18-2.《性者の行進》部分   
2016 年   
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図 18-3.《性者の行進》部分    




































































































イメージを描くことから離れ、漆の素材自身がもつ物質性に着目した制作《I can feel, we 












図 19. 雲龍庵 北村辰夫作《聖杯》  
2011 年   




        2015 年 
 
図 21. 《セイガングの仮説Ⅰ》 
         2016 年  
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              図 22.《セイガングの仮説Ⅱ》 2016 年 
 
                図 23.《セイガングの仮説Ⅲ》 2016 年 
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8.《I can feel, we cannot see.01》 
9.《I can feel, we cannot see.02》 
制作年：2016 年 
素材：漆、黒呂色漆、MDF 
サイズ：W65×H65×D1cm 2 枚 
展覧会：2015.11.18 – 2015.11.22 京都市美術館 別館 
「次世代工芸展 2015」 出品 
 
   
      図 24-1.《I can feel, we cannot see.01》        図 25-1.《I can feel, we cannot see.02》 
                  2016 年                   2016 年 
 
図 25-2.《I can feel, we cannot see.02》部分 








                図 25-3.《I can feel, we cannot see.02》展示風景 























要点 1 黒漆は鏡面に仕上げる。 



















                                            
40 沢口悟一 『日本漆工の研究』 美術出版社 1966 年 303 頁 


































                                            
42 フィリップ・ボール 林大 訳 『かたち 自然が作り出す美しいパターン』 早川書房 



































図 28-1. 《I can feel, we cannot see.03》  

































































によって作品と対峙しているとするならば、豊海が最新作につけたタイトル《I can feel, 
we cannot see.》は極めて示唆的であるだろう。43 










                                            
43 野中祐美子 「「種を噛む」展によせて」 『種を噛む』展覧会冊子 金沢美術工芸大学 










































展覧会：2016.2.17 – 2016.2.22 石川県政しいのき迎賓館 
「種を噛む」 出品 
 
                   図 29-1.《I can feel, we cannot see.04》 
                                  2016 年 
 





















































































展覧会：2016.11.16 – 2016.11.20 京都市美術館 別館 
「次世代工芸展 2016」 出品、 審査員賞 新星堂賞 受賞 
 
 
図 31-1.《幽胎 01》 






図 32-1.《幽胎 02》 




                     図 31-2.《幽胎 01》 2017 年 
 





















































































































共通点 1 カルシウムの成分を含んだ物質である。 
共通点 2 ロリカは外敵から身を守るための鎧として、卵殻は生命を内に保護するものとし
て機能する。 
共通点 3 外と内の関係と曖昧さの共通。 
































 図 33.《卵の形質》 2014 年 






展覧会：2017.8.21 – 2017.8.25 石引アートベース 
    「個展 豊海健太 -細胞化する漆-」 出品 
 
 
図 35-1.《幽胎 03》 





  図 35-2.《幽胎 03》部分 
         2017 年 
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44 岡村道雄 『縄文の漆』 同成社 2010 年 31 頁 









   
   図 36.《液中 01》部分    図 37-1.《液中 02》部分     図 38.《液中 03》部分 
               2017 年           2017 年            2017 年 
  
            図 37-2.《液中 02》部分拡大 






















































































  図 39-2.《血液、瘡蓋、血液》部分 






























































展覧会：2017.8.21 – 2017.8.25 石引アートベース 
    「個展 豊海健太 -細胞化する漆-」 出品 
 
 
図 41-1.《C》      






図 41-2.《C》部分     









































展覧会：2017.8.21 – 2017.8.25 石引アートベース 



















































サイズ：W91×H303×D1cm 6 枚 
展覧会：2017.8.21 – 2017.8.25 石引アートベース 













      図 43-2.《細胞説》部分   
2018 年   
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46 イアン・スチュアート 水谷 淳 訳 『イアン・スチュアート数学で生命の謎を解く』 ソ


































条件ア 物質 Aと物質 Bがあり、それぞれの物質は違うものである。 
条件イ 物質 Aと物質 Bは共通する元素をもつ。 
























































































共通点 1 カルシウムの成分を含んだ物質である。 
共通点 2 ロリカは外敵から身を守るための鎧として、卵殻は生命を内に保護するものとし
て機能する。 
共通点 3 外と内の関係と曖昧さの共通。 
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要点 1 黒漆は鏡面に仕上げる。 

























                                            
59 沢口悟一 『日本漆工の研究』 美術出版社 1966 年 303 頁 






































第２項 作用の共通 - 瘡蓋とちぢみ – 
 
 漆の採漆方法は樹種や地域によって掻採り方法や採取用具が異なる。日本の漆の樹の掻採





































































































                                            
61 福岡伸一 『生物と無生物のあいだ』 講談社現代新書 2007 年 4 頁 



































                                            










































































第２節 曖昧の考察 「曖昧の七つの型」 
 
 これまでの作品制作を考察すると曖昧が私自身の共通するテーマとして確認できる。《界
–seeds growth end-》(図 17)では相反する対象の境界、《I can feel, we cannot see.01-04》
(図 24,25,28,29)では存在の有無、《幽胎 01-02》(図 31,32)では卵殻とロリカの内と外の関
係と生命の有無、《幽胎 03》(図 35)では分解・構築・生成といった、相反する要素の混在・
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てきた。《界–seeds growth end-》(図 17)では現実と非現実の相反する要素の対立。《I can 
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(1)工程 19 と同じである。 
12.艶上げ 
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工程 2(1) 鶏と鶉の卵殻の厚みの差 
  




 工程 2(3)-2 
 工程 2(4) 
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(1)工程 19 と同じである。 
22.艶上げ 







工程 2                  工程 3 
  
工程 3 拡大               工程 5 
  

















































































































































































 *梨地漆は 3,4 日ほどかけて乾燥させる。 
6.上塗研ぎ 
(1)乾燥後、駿河炭を使って研ぐ。表面を傷つけないように気を付ける。 





















工程 3                 工程 11 
 164
6.《界–seeds growth end-》 
制作年：2015 年 
素材：漆、黒呂色漆、金箔、透漆、アルミ複合板 


























































   












































































8.《I can feel, we cannot see.01》 
9.《I can feel, we cannot see.02》 
制作年：2016 年 
素材：漆、黒呂色漆、MDF 




(1)木地固め。生漆を MDF に箆または刷毛でしみこませる。 
(2)地付け。水練りした地の粉と生漆を混ぜた下地を箆付けする。 
(3)地研ぎ。地の表面を砥石で空研ぎする。 
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(1)木地固め。生漆を MDF に箆または刷毛でしみこませる。 
(2)地付け。水練りした地の粉と生漆を混ぜた下地を箆付けする。 
(3)地研ぎ。地の表面を砥石で空研ぎする。 




































工程 2                    工程 2(3) 
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 工程 4 拡大 
 工程 5 












































































工程 3-1                 工程 3-2 
  














(1)木地固め。生漆を MDF に箆または刷毛でしみこませる。 
(2)地付け。水練りした地の粉と生漆を混ぜた下地を箆付けする。 
(3)地研ぎ。地の表面を砥石で空研ぎする。 
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1 層 朱合呂色漆 変塗 
2-5 層 朱合呂色漆 
6 層 朱合呂色漆 変塗 
7-8 層 朱合呂色漆 
9 層 朱合呂色漆 変塗 
《液中 02》 
1 層 梨地漆 
2 層 梨地漆 春菊の種 
3-5 層 梨地漆 
6 層 梨地漆 春菊の種 
7 層 梨地漆 ちぢみ 
《液中 03》 
1 層 朱合呂色漆 
2 層 朱合呂色漆 菜々子 
3 層 朱合呂色漆 
4 層 朱合呂色漆 菜々子 
5-8 層 朱合呂色漆 
9 層 朱合呂色漆 菜々子 
10 層 朱合呂色漆 











工程 1-1                  工程 1-2 
   





工程 1 《液中 03》菜々子       工程 2(2) 
 工程 2(3)-1 








































工程 2-1                  工程 2-2 





工程 3                 工程 3 拡大 
  
工程 4                  工程 4 拡大 










(1)木地固め。生漆を MDF に箆または刷毛でしみこませる。 
(2)地付け。水練りした地の粉と生漆を混ぜた下地を箆付けする。 
(3)地研ぎ。地の表面を砥石で空研ぎする。 
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 工程 2-1 




・大藪 泰、阿佐見 徹、安藤信幸、山本 修、小川俊夫 「蛋白質加水分解物を用いた漆およ
び人工漆の乾燥性の改善」 『色材協会誌』vol.76,No.4 2003 年 
・漆工史学会 『漆工辞典』 角川学芸出版 2012 年 
・小松大秀、加藤 寛 『漆芸品の鑑賞基礎知識』 至文堂 1997 年 
・沢口悟一 『日本漆工の研究』 美術出版社 1966 年 
・寺田 晁、小田圭昭、大藪 泰、阿佐見徹 『漆−その科学と実技』 理工出版社 1999 年 
・ http://rca.open.ed.jp/ub/selection/gihou/mitsuda.html 『琉球文化アーカイブ』 閲
覧日 2017 年 9月 30 日 
・ https://www.nhk.or.jp/tsubo/program/file178.html 『ベトナム漆器鑑賞のツボ 色漆
にベトナムの輝き』 閲覧日 2017 年 11 月 30 日 
・松島さくら子 「ミャンマーにおける漆工芸を通した工芸教育交流 -ミャンマー伝統工芸
学術支援事業の活動現場から-」 『宇都宮大学教育学部紀要』第 1部 58 2008 年 
・『別冊太陽 日本のこころ 163 柴田是真 幕末・明治に咲いた漆芸の超絶技巧』 平凡社 
2009 年 
・『髙橋節郎の漆芸』豊田市美術館所蔵作品選 髙橋節郎 豊田市美術館 1955 年 
・展覧会図録『並木恒延 漆芸展-道 on the Road-』 和光 2013 年 
・登石健三 「文化財保存のための温湿度の基準」 『保存科学』 1号 1964 年 
・李 沅貞、佐藤昌子、阿佐見 徹、大藪 泰、富永昌治 「黒漆膜、および黒合成樹脂塗膜の
質感と表面反射特性の関係」 『日本色彩学会誌』 vol.26,No.4 2002 年   
・『広辞苑 第六版』 岩波書店 2008 年 
・イアン・スチュアート著 水谷 淳 訳 『イアン・スチュアート数学で生命の謎を解く』 
ソフトバンク クリエイティブ 2012 年 
・展覧会図録『六本木開館 10 周年記念展 神の宝の玉手箱』 サントリー美術館 2017 年 
・展覧会図録『髙島屋幻想博物館』 髙島屋 2014 年 
・フィリップ・ボール著 林大 訳 『かたち 自然が作り出す美しいパターン』 早川書房 
2011 年 
・展覧会冊子『種を噛む』 金沢美術工芸大学 2016 年  
・岡村道雄 『縄文の漆』 同成社 2010 年 
・ウィリアム・エンプソン 著 岩崎宗治 訳 『曖昧の七つの型(上)』 岩波書店 2006 年 
・ウィリアム・エンプソン 著 岩崎宗治 訳 『曖昧の七つの型(下)』 岩波書店 2006 年 
・福岡伸一 『生物と無生物のあいだ』 講談社現代新書 2007 年 
・ジョン・ファイファー 『細胞と生物』 タイム ライフ ブックス 1979 年 
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・『URUSHI ふしぎ物語 −人と漆の 12000 年史−』 国立歴史民俗博物館 2017 年 
・関 良徳 『フーコーの権力論と自由論 その政治哲学的構成』 頸草書房 2001 年 




































図 1. 柴田是真 《富士田子浦蒔絵額》 1872 年 福富太郎コレクション資料室、 『別冊
太陽 日本のこころ 163 柴田是真 幕末・明治に咲いた漆芸の超絶技巧』 平凡社 
2009 年 14-15 頁 
図 2. 髙橋節郎 《花の星座》 1949 年 豊田市美術館所蔵、 『豊田市美術館所蔵作品選 髙
橋節郎』 豊田市美術館 1955 年 18 頁 
図 3. 髙橋節郎 《花天》 1990 年 豊田市美術館所蔵、 『豊田市美術館所蔵作品選 髙橋
節郎』 豊田市美術館 1955 年 24 頁 
図 4. 並木恒延作 《路地裏ロード》、 『並木恒延 漆芸展-道 on the Road-』 和光 2013
年 13 頁 
図 5. 並木恒延作 《雪のしるべ》、 『並木恒延 漆芸展-道 on the Road-』 和光 2013
年 39 頁 
図 6. 紫檀塗、 『別冊太陽 日本のこころ 163 柴田是真 幕末・明治に咲いた漆芸の超絶技
巧』 平凡社 2009 年 33 頁 
図 7. 青銅塗、 『別冊太陽 日本のこころ 163 柴田是真 幕末・明治に咲いた漆芸の超絶技
巧』 平凡社 2009 年 35 頁 
図 8. 青海波塗、 『別冊太陽 日本のこころ 163 柴田是真 幕末・明治に咲いた漆芸の超絶
技巧』 平凡社 2009 年 31 頁 
図 10. 寺井直次 《蒔絵箱 鳴き渡る》 1980 年 石川県立美術館蔵、 『生誕１００年記
念 寺井直次の漆の美』 石川県立美術館 2012 年 4 頁 
図 14. 《金銀鈿装唐大刀》 正倉院、 小松大秀、加藤 寛 『漆芸品の鑑賞基礎知識』 至
文堂 1997 年 55 頁 
図 19. 雲龍庵 北村辰夫 《聖杯》 2011 年 ポーリーン・ガンデル漆芸コレクション蔵、
『工芸未来派』 金沢 21 世紀美術館 2012 年 51 頁  
図 26. フィリップ・ボール 林大 訳 『かたち 自然が作り出す美しいパターン』 早川
書房 2011 年 46 頁 
図 27. フィリップ・ボール 林大 訳 『かたち 自然が作り出す美しいパターン』 早川










図 9-1. 《深海》 2013 年 
図 9-2. 《深海》部分 2013 年 
図 12-1. 《world-Noah’s ark-》 2014 年 
図 12-2. 《world-Noah’s ark-》部分 2014 年 
図 13-1. 《HOPE - fossil HIV –》 2014 年 
図 13-2. 《HOPE - fossil HIV –》部分 2014 年 
図 15-1. 《world-CA3・PO4・2-e.》 2014 年 
図 15-2. 《world-CA3・PO4・2-e.》部分 2014 年 
図 16-1. 《world-CA3・PO4・2-g.》 2014 年 
図 16-2. 《world-CA3・PO4・2-g.》部分 2014 年 
図 17-1. 《界–seeds growth end-》部分 2015 年 
図 17-2. 《界–seeds growth end-》全体 2015 年 
図 17-3. 《界–seeds growth end-》growth 部分 2015 年 
図 18-1. 《性者の行進》 2016 年 
図 18-2. 《性者の行進》部分 2016 年 
図 18-3. 《性者の行進》部分 2016 年 
図 20. 《青貝金蒔絵宝小箱》 2015 年 
図 21. 《セイガングの仮説Ⅰ》 2016 年 
図 22. 《セイガングの仮説Ⅱ》 2016 年 
図 23. 《セイガングの仮説Ⅲ》 2016 年 
図 24-1. 《I can feel, we cannot see.01》 2016 年 
図 24-2. 《I can feel, we cannot see.01》展示風景 2016 年 
図 25-1. 《I can feel, we cannot see.02》 2016 年 
図 25-2. 《I can feel, we cannot see.02》部分 2016 年 
図 25-3. 《I can feel, we cannot see.02》展示風景 2016 年 
図 28-1. 《I can feel, we cannot see.03》 2016 年 
図 28-2. 《I can feel, we cannot see.03》部分 2016 年 
図 29-1. 《I can feel, we cannot see.04》 2016 年 
図 29-2. 《I can feel, we cannot see.04》展示風景 2016 年 
図 31-1. 《幽胎 01》 2017 年 
図 31-2. 《幽胎 01》部分 2017 年 
図 32-1. 《幽胎 02》 2017 年 
図 32-2. 《幽胎 02》部分 2017 年 
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図 33. 《卵の形質》 2014 年 
図 34. 《林檎の形態》 2014 年 
図 35-1. 《幽胎 03》 2017 年 
図 35-2. 《幽胎 03》部分 2017 年 
図 36. 《液中 01》部分 2017 年 
図 37-1. 《液中 02》部分 2017 年 
図 37-2. 《液中 02》部分拡大 2017 年 
図 38. 《液中 03》部分 2017 年 
図 39-1. 《血液、瘡蓋、血液》 2017 年 
図 39-2. 《血液、瘡蓋、血液》部分 2017 年 
図 41-1. 《C》 2017 年 
図 41-2. 《C》部分 2017 年 
図 42-1.《呼吸、増殖、瘡蓋、死、命、血液、樹液、》 2017 年 
図 42-2.《呼吸、増殖、瘡蓋、死、命、血液、樹液、》部分 2017 年 
図 43-1. 《細胞説》 2017 年 
図 43-2. 《細胞説》部分 2017 年 
 
 
 
 
 
 
 
 
